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§１．研究実施体制 

 
（１）星グループ 

① 研究代表者：星 英司 （（財）東京都医学総合研究所・認知症・高次脳機能研究分野・副参

事研究員） 
② 研究項目 

・多点同時記録法による機能解析 
（２）南部グループ 

① 主たる共同研究者：南部 篤 （生理学研究所・統合生理研究系・教授） 
② 研究項目 

・生理学的手法を用いた構造解析 
・パーキンソン病モデルサルの作製と電気生理学的解析 

（３）高田グループ 
①主たる共同研究者：高田 昌彦 （京都大学・霊長類研究所・教授） 
②研究項目 

・順行性トレーシング法による構造解析 
・神経路選択的操作モデルサルの作製 

（４）小林グループ 
①主たる共同研究者：小林 和人 （福島県立医科大学・医学部・教授） 
②研究項目 

・より効率的なウイルスベクター系の開発 
・神経路選択的操作モデルサルの作製 
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§２．研究実施の概要 

 
１．構造解析 
生理学的手法を用いた解析：微小電気刺激−神経活動記録システムを用いて、小脳、大脳基底核

を微小電気刺激しながら、サルの運動野から神経活動を記録した。その結果、運動野が大脳基底

核と小脳の異なった影響下にあることが神経活動特性として明らかとなった。 
狂犬病ウイルスを用いた解析：狂犬病ウイルスの逆行性越シナプストレーシング法を用いて、海馬

周囲皮質から前頭前野背側部への特異的な投射を同定することに成功した。さらに、逆行性越シ

ナプス的感染能を有する狂犬病ウイルスに４種類の異なるカラーの蛍光蛋白を搭載したウイルスベ

クターを開発した。さらに、これを用いて、大脳皮質—大脳基底核ループ回路、大脳皮質—小脳ル

ープ回路、および大脳基底核と小脳を繋ぐ神経回路の基本的枠組の解析に着手した。 
２．機能解析 

行動課題を行っているサルの前頭葉、大脳基底核、小脳から細胞活動と局所場電位の記録を

行った。本年度は、以下の纒まった成果が得られた。まず、行動のゴールと実際の動作の各々を

反映する細胞活動を分離できる行動課題を行っているサルの前頭葉と大脳基底核から細胞活動

を記録し、その特性を比較することを行ったところ、２つの結果が得られた。まず、行動のゴール決

定が前頭葉と大脳基底核で平行してなされること、それに対し、動作の特定は前頭葉において主

としてなされ、大脳基底核は特定された動作の情報を遅れて表現し始めることが明らかとなった。こ

うした結果は、前頭葉と大脳基底核の機能連関の様式がゴール決定と動作特定において異なるこ

とを示す。続いて、行動のゴールをモニターしながら、報酬量に応じてゴールを切り替える課題を

行っているサルの前頭葉と大脳基底核から細胞活動を記録したところ、前頭前野とこれと連絡する

大脳基底核部位が、動作実行時にゴールを表現していることが明らかとなった。これは、行動ゴー

ルのモニタリングに、前頭前野―大脳基底核の連合系ループが関与することを示す。更に、こうし

た結果を基礎として、前頭葉―大脳基底核神経回路が視覚情報に基づく行動制御に関与する神

経機構に関する総説を発表した。続いて、左右の手を使い分けることを可能とする神経機構の解

析を行った。左右の手を使い分けてボタンを押す課題を行っているサルの高次運動野から細胞活

動と局所電場電位を多点同時記録した。同時に記録された細胞活動と局所電場電位の特性とそ

の空間分布を解析することによって、高次運動野の回路構築に新しい側面を見出すことに成功し

た。特に、高次運動野の特性として、異なる選択性を持った細胞が混在することが明らかとなった。 
３．介入解析 
神経回路制御系の開発：サル脳研究用のイムノトキシン細胞標的法と化学物質による神経活動誘

導のための新技術の開発に取り組んだ。また、高頻度逆行性遺伝子導入(HiRet)ベクターを利用

して、げっ歯類脳の大脳—小脳—基底核ネットワークにおいて、特に運動学習を媒介する神経回路

の解析を行った。さらに、HiRet ベクターを利用し、小脳視床路、視床線条体路、皮質線条体路

を選択的に除去し、それぞれの経路の運動学習における役割を解析した。これらと平行して、サル

脳への非特異的な作用をより軽減するために、げっ歯類由来の受容体に選択的に反応するイムノ

トキシンの作製を行った。 
パーキンソン病モデル：パーキンソン病における神経ネットワークにおける変調を解析するため、マ



 

 

ーモセットに MPTP を投与することによりパーキンソン病モデルを作製する方法を確立した。 
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